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まえがき

1 外国為替自動取引システムは OS, プログラミング言語と取引会社等の組み合わせによっ
て, 何通りもの構築方法がある.

2 どのようなシステムを構築するのが最適かわからない.

3 そこで, 今回は MT4 と C 言語を用いたシステムの構築 python と c 言語の速度比較を
した.
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再帰型強化学習（RRL）とは

強化学習とは機械学習の一種で、エージェントがアクションを起こして、そのアクションによっ
て報酬をもらえるというような仕組みで、各アクションでもらえる報酬を最大化するように学習
を実施するという物
なぜ Recurrent（再帰型）と呼ばれるかというと、現状態の Action の予測のために、前状態の
Output（Action）を Input 情報として使用しているためである。
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pythonとC++のRRLの速度比較

python,cython,MT4,C++にて RRL の速度比較をした結果が以下である。

結果

1 python:85 秒

2 cython:30 秒

3 MT4:31 秒

4 C++:1 秒
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構築したシステムの概要

MT4 と C 言語を用いたシステムを構築した. システムの構造は以下のようになっている.
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構築したシステムの問題

問題点

1 ファイルにロックがかかってしまい読み込めない時がありプログラムが停止する.
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結果と今後の課題

結果

1 Windows でのファイルの入出力の問題の解決できなかった.

2 Mac での MT4 の起動は Wine Explorer を介してしかできなかった.

今後の課題

1 Linux マシンで MT4+C 言語等を試してみる
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